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反応例

酸化反応に有用な
高活性3価ヨウ素化合物

ABBX
特長
• 強力な酸化力 (ヨードベンゼンジアセタート(PIDA)より強力)
• ベンジルアルコール類や脂肪族二級アルコールの酸化が可能
• 副生成物 (5-ブロモ-2-ヨード安息香酸) の除去が容易

ABBX [A2678]は、東郷らにより開発された活性の高い3価ヨウ素化合
物です。ベンジルアルコール類や脂肪族二級アルコールの酸化反応で
A2678を用いると、対応するアルデヒドやケトンが高収率で得られます。
また、単純な抽出操作だけで目的物が得られるので、煩雑な操作を必要
としません。
さらに、副生する5-ブロモ -2-ヨード安息香酸は、抽出後に水層を酸性に
することで容易に回収できます。
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A2678を用いたアルコール類の酸化反応
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Alcohols Aldehydes
or Ketones

A2678 (2.0 eq.)
or ABX (2.0 eq.)
or PIDA  (2.0 eq.)

CHCl3, 60 ºC, 24h

A2678 : 90% [90%]
ABX : 88% [87%]
PIDA : 32%

A2678 : 78% [76%]
ABX : 19%

Yield [Purity]

ABX = 1-acetoxy-1,2-benziodoxol-3(1H)-one
PIDA = Iodobenzene Diacetate
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Aldehydes
or Ketones
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